
社会福祉法人　群馬県社会福祉協議会

NO.241
2012 夏号

「福祉ぐんま」の作成経費として共同募金配分金を使用しています。

■主な内容
＊Ｘ線検診車紹介･･･2　　＊苦情受付状況報告･･･3
＊平成23年度事業報告・決算･･･4～5
＊ボランティア情報･･･6～7
＊素敵な笑顔･･･8　　＊福祉の仕事さがしをお手伝いします！ ･･･8
＊福祉まめ知識･･･8

大雄保育園大雄保育園
東宮　由佳さん東宮　由佳さん

（関連記事は８ページに掲載）（関連記事は８ページに掲載）
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納車披露式でのテープカット〔左から　下城県社協会長、大澤県知事、南波県議会議長（当時）、大林厚生文化常任委員長（当時）〕

　県Ｘ線検診車については、これまで２台が稼働してい
ましたが、平成22年３月に県より関係福祉施設に今後の
事業方針が通知されました。
　通知では、検診車の老朽化と検査技師の減少に伴い、
事業継続が困難なことから、平成22年４月１日からは１
台のみの運行となり、平成23年４月１日からはＸ線検診
車による結核健康診断事業は廃止され、今後は医療機関
等による健康診断をお願いしたいという内容でした。
　これを受けた県内の老人施設、身体・知的の障害者施
設では、たとえ検診料が値上がりしても構わないので、
事業を継続して欲しいという要望が多く、こうした声が
それぞれの種別協議会(部会)を通して、県社協に寄せら
れました。

　本会では、県経営者協議会(中沢丈一会長)に相談し、施
設関係４団体との連名による要望書を平成22年７月21日に
大澤県知事に提出。併せて、９月議会にも請願書を提出し、
事業の継続をお願いしました。その結果、平成23年度の県
当初予算で8,190万円の事業予算を獲得いただき、事業も継
続となって、今回の新型検診車導入の運びとなりました。
　ある施設長は、｢これまでどおり、職員の手を煩わせ
ることなく、利用者が車イスのまま安心して、Ｘ線撮影
できるので大変助かります｣と感謝しておりました。
　なお、新しくなったＸ線検診車は伊勢崎市保健福祉事
務所が運行管理を行います。
　今後、県内各地を颯爽と走るＸ線検診車を見かけるこ
とでしょう。

新しくなった県Ｘ線検診車新しくなった県Ｘ線検診車
～福祉施設入所者に対する結核健康診断の継続～～福祉施設入所者に対する結核健康診断の継続～

　鮮やかな黄色のボディーに身を包み、サイドには平仮名で｢おぜ｣の２文字。“全国ゆるキャラ
グランプリ2011”で堂々の18位に輝いた本県のマスコットキャラクター｢２代目ぐんまちゃ
ん｣と水芭蕉のイラストをあしらったモダンな検診車が、３月24日(土)県庁行政庁舎前で、関
係者に披露されました。
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群
馬
県
福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
適
正
化
委
員
会

群
馬
県
福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
適
正
化
委
員
会

平
成
23
年
度　

苦
情
相
談
受
付
状
況　
　

■苦情申出人の属性

利用者 家族 代理人　 職　員 その他　 合　計

苦情 相談 苦情 相談 苦情 相談 苦情 相談 苦情 相談 苦情 相談

高齢者 1 1 9 4 0 1 1 8 3 0 14 14

障害者 5 2 4 0 0 0 1 5 0 0 10 7

児　童 1 0 3 1 0 0 0 2 0 0 4 3

その他 5 4 1 0 0 0 0 2 1 0 7 6

合計 12 7 17 5 0 1 2 17 4 0 35 30

　

平
成
23
年
度
に
委
員
会
に
寄
せ
ら

れ
た
苦
情
は
35
件
で
、
概
要
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　

苦
情
を
種
別
で
み
る
と
、
高
齢
者

が
14
件
で
も
っ
と
も
多
く
全
体
の
40
・

０
％
、
次
い
で
障
害
者
が
10
件
、
28
・

６
％
、
児
童
４
件
、
11
・
４
％
の
順

に
な
っ
て
い
ま
す
。
主
な
苦
情
内
容

は
、「
職
員
の
接
遇
」
と
「
サ
ー
ビ
ス

の
質
や
量
」
で
、
全
体
の
８
割
を
占

め
て
い
ま
す
。

　

申
出
人
の
属
性
と
し
て
は
、
家
族

か
ら
の
苦
情
が
17
件
で
最
も
多
く
、

次
い
で
利
用
者
本
人
の
12
件
の
順
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
35
件
の
申
し
出
の
う
ち
、

22
件
が
匿
名
に
よ
る
も
の
で
す
。
利

用
者
と
事
業
所
と
は
ま
だ
ま
だ
対
等

に
な
っ
て
な
い
こ
と
が
窺
え
ま
す
。

　

委
員
会
の
対
応
と
し
て
は
、相
談
・

助
言
が
21
件
、紹
介
・
伝
達
が
10
件
、

そ
の
他
等
が
４
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
苦
情
以
外
に
も
相
談
（
苦

情
ま
で
に
は
い
た
ら
な
い
ケ
ー
ス
等
）

に
つ
い
て
は
、
30
件
受
け
付
け
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
種
別
・
申
出
人
の

内
訳
は
以
下
の
表
の
と
お
り
で
す
。

■苦情先
施　設　種　類 件数

高齢者

特別養護老人ホーム 5

通所介護事業 2

居宅介護事業 1

小規模多機能型居宅介護 1

ショートステイ 1

グループホーム 1

老人福祉センター 1

介護老人保健施設 1

高齢者専用賃貸住宅 1

小　計 14件

施　設　種　類 件数

障害者

障害者デイサービスセンター 2

通所授産施設 1

知的障害者更生施設 1

知的障害者通勤寮 1

就労継続支援事業 1

共同生活援助（グループホーム） 1

相談支援事業 1

地域生活支援センター 1

精神科デイケア 1

小　計 10件

施　設　種　類 件数

児　童
保育所 4

小　計 4件

施　設　種　類 件数

その他

社会福祉協議会 4

行政 1

介護タクシー 1

その他 1

小　計 7件

計 35件

■苦情内容

職員の接遇
62.9％

その他
20.0％

サービスの
質や量
17.1％
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住
民
に
よ
る
地
域
福
祉
活
動
の
活

性
化
促
進

①
市
町
村
社
協
地
域
福
祉
活
動
計
画

の
策
定
支
援

・
地
域
福
祉
計
画
・
地
域
福
祉
活
動

計
画
策
定
研
修
会
の
開
催

　

64
名
参
加

②
住
民
支
え
合
い
課
題
解
決
事
業　

１
社
協
指
定

③
住
民
支
え
あ
い
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

214
名
参
加

④
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
支
援
事
業　

３
社
協
（
４
地
区
）

指
定

⑤
市
町
村
社
協
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催　

175
名
参
加

⑥
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
の

推
進

・
サ
ロ
ン
設
置
状
況
調
査
の
実
施

　

活
動
数　

１
，
８
７
９
カ
所

・
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
研

修
会
の
開
催

　

中
部
・
利
根
沼
田
ブ
ロ
ッ
ク

　

380
名
参
加

　

西
部
・
吾
妻
・
東
部
ブ
ロ
ッ
ク

　

318
名
参
加

・
課
題
解
決
型
サ
ロ
ン
モ
デ
ル
事
業

の
推
進

　

認
知
症
支
援
モ
デ
ル
事
業
・
精
神

障
害
者
支
援
モ
デ
ル
事
業

　

各
１
社
協
地
区
指
定

⑦
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
の
実
施

⑧
保
護
児
童
・
交
通
遺
児
へ
の
就
学

援
助
金
の
給
付

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
等
に
よ
る
地
域
福
祉
活

動
の
推
進
、
福
祉
教
育
の
充
実

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
・
相
談
コ
ー

ナ
ー
の
設
置
運
営

　

月
か
ら
金
曜
日
午
前
９
時
か
ら
午

後
５
時

②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
活
動
機
材
貸
出

事
業

③
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
担

当
職
員
研
究
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催　

34
名
参
加

④
協
働
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市

民
活
動
の
推
進

⑤
ぐ
ん
ま
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
の
開
催

　

１
，
５
０
０
名
参
加

⑥
福
祉
教
育(

学
童
・
生
徒
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
普
及
事
業
）

・
社
会
福
祉
協
力
校
15
校
指
定

・
地
域
指
定
福
祉
協
力
校
モ
デ
ル
事

業
３
地
区
指
定

・
福
祉
教
育
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

　

66
名
参
加

・「
福
祉
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
集
」
の
作
成

⑦
介
護
等
体
験
事
業

・
体
験
申
込
大
学
等
46
大
学
、
体
験

者
710
名
、
受
入
施
設　

222
施
設

福
祉
分
野
に
お
け
る
防
災
、
災
害

救
援
活
動
の
強
化

①
県
総
合
防
災
訓
練
へ
の
参
加

・
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

立
ち
上
げ
訓
練
の
実
施

②
災
害
支
援
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

　

39
名
参
加

③
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
研

修
会
の
開
催　

延
べ
４
日
間
（
南

相
馬
市
）
25
名
参
加

④
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
支
援

・
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運

営
支
援

　

福
島
県
内
（
福
島
市
、南
相
馬
市
、

相
馬
市
）
延
べ
616
名
派
遣

・
生
活
福
祉
資
金
緊
急
小
口
資
金
特

例
貸
付
へ
の
支
援
（
福
島
県
内
）

延
べ
52
名
派
遣

・
県
内
避
難
所
運
営
支
援

　

４
市
町
村

・
救
援
物
資
の
仕
分
け
・
積
み
込
み

作
業
に
伴
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣

７
日
間　

延
べ
208
名
派
遣

・
避
難
所
支
援
に
か
か
わ
る
託
児
等

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
20
日
間

　

延
べ
40
名
派
遣

⑤
新
潟
・
福
島
豪
雨
災
害
へ
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
派
遣
に
よ
る
支
援
活
動

魚
沼
市
・
三
条
市
へ
４
日
間

　

延
べ
123
名
派
遣

⑥
新
潟
豪
雪
へ
の
支
援　

柏
崎
市
へ

３
日
間　

延
べ
13
名
派
遣

低
所
得
者
・
失
業
者
等
へ
の
生
活

支
援
の
強
化

①
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業　

貸
付

決
定
１
，
２
５
６
件
貸
付
決
定
額

３
３
２
，
４
１
４
，
７
８
４
円

②
臨
時
特
例
つ
な
ぎ
資
金
貸
付
事
業

貸
付
決
定
44
件　

貸
付
決
定
額　

２
，
３
６
０
千
円

③
要
保
護
世
帯
向
け
不
動
産
担
保
型

生
活
資
金
貸
付
事
業　

貸
付
決
定

10
件　

貸
付
決
定
額
５
１
，
５
７

３
千
円

④
貸
付
事
業
等
の
債
権
管
理
の
強
化

・
償
還
指
導
の
実
施

⑤
「
生
活
福
祉
資
金
貸
付
基
準
」
の

策
定
及
び
説
明
会
並
び
に
関
係
機

関
連
絡
会
議
の
開
催　

71
名
参
加

⑥
生
活
福
祉
資
金
貸
付
審
査
等
運
営

委
員
会
の
開
催

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
推
進

①
認
知
症
高
齢
者
等
福
祉
サ
ー
ビ
ス

利
用
支
援
事
業
に
か
か
る
援
助
体

制
の
整
備

・
12
基
幹
社
協
に
一
部
委
託

・
利
用
契
約
締
結
数　

23
年
度
215
件

（
累
計
１
，
９
６
０
件
）

・
23
年
度
末
実
利
用
契
約
者
数
861
名

②
相
談
事
業
（
障
害
者
110
番
事
業
を

含
む
）
の
実
施

福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
適
正
化
委
員
会

①
福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
適
正
化
委
員

会
本
会
議
の
開
催

②
福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦
情
解
決
部
会
の

開
催　

７
回

③
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
運

営
監
視
部
会
の
開
催　

２
回

④
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業

　

実
施
社
協
に
対
す
る
訪
問
調
査　

４
カ
所

⑤
苦
情
相
談
の
受
付
件
数
65
件
（
苦

情
35
件
、
そ
の
他
30
件
）

⑥
巡
回
訪
問
の
実
施　

延
べ
30
カ
所

⑦
福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦
情
解
決
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催　

315
名
参
加

⑧
事
業
者
段
階
に
お
け
る
苦
情
解
決

体
制
整
備
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

虐
待
や
悪
質
商
法
被
害
の
防
止
、
早

期
発
見
・
対
応
に
向
け
た
取
り
組
み

①
障
害
者
に
対
す
る
虐
待
防
止
、
権

利
擁
護
の
推
進

・
障
害
者
110
番
事
業
の
実
施

　

相
談
件
数　

221
件

②
暴
力
や
虐
待
を
考
え
る
県
民
の
つ

ど
い
事
業

・
虐
待
（
障
害
者
・
高
齢
者
・
家
庭

に
潜
む
子
ど
も
の
虐
待
と
Ｄ
Ｖ
）

防
止
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催　

３
回
491

名
参
加

③
心
配
ご
と
相
談
所
中
央
セ
ン
タ
ー

　

事
業　

相
談
件
数　

49
件
、
巡
回

研
修
18
回
開
催

社
会
福
祉
法
人
・
施
設
等
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
へ
の
支
援

①
群
馬
県
青
年
経
営
者
会
へ
の
支
援

②
ぐ
ん
ま
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

の
支
援

平
成
平
成
2323
年
度
事
業
報
告

年
度
事
業
報
告
・・
決
算
決
算

　

本
会
の
基
本
理
念
に
掲
げ
る
「
県
民
だ
れ
も
が
と
も
に
支
え
合
い
、
住

み
な
れ
た
家
庭
、地
域
で
、そ
の
人
ら
し
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
社
会
」

の
実
現
の
た
め
、
活
動
推
進
計
画
に
基
づ
き
、
市
町
村
社
協
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
、
社
会
福
祉
施
設
、
福
祉
関
係
団
体
、
県
・
市
町
村
行
政
等
関

係
機
関
と
の
連
携
の
下
で
、
各
種
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
東
日

本
大
震
災
の
対
応
と
し
て
、
福
島
県
内
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

の
運
営
支
援
等
も
行
い
ま
し
た
。
以
下
、
そ
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

主
な
実
施
事
業
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③
障
害
者
関
係
部
会
の
再
編
に
向
け

て
の
取
り
組
み

・
厚
生
事
業
部
会
再
構
築
検
討
委
員

会
の
開
催　

４
回

④
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
の
推

進
⑤
法
人
・
施
設
経
営
指
導
の
実
施

⑥
民
間
社
会
福
祉
施
設
整
備
資
金
貸

付
事
業　

貸
付
決
定
５
件　

貸
付

決
定
額
４
４
，
４
０
０
千
円

⑦
群
馬
県
社
会
福
祉
協
議
会
民
間
社

会
福
祉
施
設
等
職
員
共
済
事
業
の

実
施

・
433
法
人　

964
施
設
、
１
５
，
７
５

９
人
加
入

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
る
福
祉
人

材
の
確
保
へ
の
取
り
組
み
と
人
材

育
成
へ
の
貢
献

①
福
祉
人
材
無
料
職
業
紹
介
事
業
の

運
営

・
新
規
求
人
数
６
，
７
０
２
名

・
新
規
求
職
者
数
２
，
９
７
９
名

・
紹
介
数
853
名
・
応
募
数
１
，
７
３

８
名
・
就
職
数
491
名

・「
福
祉
マ
ン
パ
ワ
ー
ニ
ュ
ー
ス
」
の

発
行
年
６
回

②
職
場
体
験
事
業
の
実
施

・
体
験
者　

48
名
、
体
験
日
数　

延

べ
222
日

③
複
数
事
業
所
連
携
事
業
の
実
施

・
事
業
所
等
へ
の
訪
問
15
件
、
来
所

相
談
41
件
、
電
話
相
談
154
件　

交

付
決
定
件
数
10
ユ
ニ
ッ
ト

④
福
祉
・
介
護
人
材
定
着
支
援
事
業

　

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
定
着
支
援

相
談
の
実
施

・
相
談
件
数　

延
べ
112
件

⑤
福
祉
・
介
護
人
材
マ
ッ
チ
ン
グ
支

援
事
業
の
実
施

・
施
設
・
事
業
所
・
養
成
校
・
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
等
へ
の
訪
問　

延
べ

87
件　

求
職
相
談　

延
べ
１
，
０

１
８
件　

採
用
件
数
144
件

⑥
介
護
職
員
等
確
保
対
策
事
業
の
実

施
・
求
人
先
開
拓　

延
べ
80
件
、
求
職

者
開
拓　

延
べ
66
件
、
新
規
就
労

に
向
け
た
活
動　

延
べ
42
件

　

関
係
先
機
関
訪
問
等　

延
べ
64
件

⑦
福
祉
関
係
従
事
者
に
対
す
る
研
修

の
企
画
・
実
施

・
直
営
研
修
コ
ー
ス
11
コ
ー
ス
、
延

べ
開
催
日
数
92
日　

研
修
参
加
者

　

延
べ
２
，
９
５
５
名

⑧
介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講

試
験
の
実
施

・
受
験
者
数
２
，
２
３
６
名

・
合
格
者
数
338
名

⑨
介
護
福
祉
士
等
修
学
資
金
貸
付
事

業
の
実
施

　

貸
付
決
定
108
名　

貸
付
決
定
額
１

５
７
，
９
５
０
千
円

⑩
福
利
厚
生
セ
ン
タ
ー
事
業
の
実
施

・
97
法
人
・
204
事
業
所

　

加
入
職
員
数
３
，
４
２
１
名

広
報
活
動
の
充
実

①
機
関
誌
「
福
祉
ぐ
ん
ま
」
の
発
行

　

年
４
回

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
用

そ
の
他
の
事
業

①
創
立
60
周
年
記
念
誌
の
作
成

②
社
会
福
祉
振
興
基
金
事
業
の
実
施

③
福
祉
バ
ス
「
愛
の
募
金
号
」
の
運
行

１ 一般会計資金収支計算書

２ 資産構成（総資産額9,123,545,939円）

■決算
収入　748,003,449円 支出　748,003,449円

会計別 科目別

人件費支出
176,372,558円
23.58%

事務費支出
18,536,655円
2.48%

事業費支出
172,128,106円
23.01%

助成金支出
19,178,126円
2.56%

経理区分間繰入金支出
27,075,337円
3.62%

投資有価証券取得支出
198,815,100円
26.58%

その他
15,469,180円
1.27%

当期末支払資金残高
120,428,387円
16.9%

経常経費補助金収入
192,301,648円
25.71%

助成金収入
5,152,000円
6.69%

一般会計
1,631,169,308円
17.88%

介護福祉士等
修学資金特別会計
793,910,990円
8.70%

生活福祉資金特別会計※１
2,715,581,037円
29.76%

生活福祉資金貸付事務費特別会計
21,152,522円
0.23%

要保護世帯向け不動産担保型
生活資金特別会計
86,638,000円
0.95%

社会福祉施設整備資金
貸付事業特別会計
843,509,922円
9.25%

臨時特例
つなぎ資金特別会計※２
21,541,816円
0.24%

民間社会福祉施設等
職員共済事業特別会計
3,010,042,344円
32.99%

長期滞留債権※３
133,449,323円
1.46%

欠損補てん投資有価証券
34,974,450円
0.38%

※３　徴収不能引当金39,167,118円を減額してあります。

※１　徴収不能引当金39,031,011円を減額してあります。
※２　徴収不能引当金136,107円を減額してあります。

貸付事業貸付金
1,841,830,549円
20.19%

退職共済預け金
176,673,960円
1.94%

特定目的積立預金
59,000,000円
0.65%

欠損補填積立金
189,557,969円
2.08% その他

11,200,230円
0.11%

会計単位外長期貸付金
86,638,000円
0.95%

預貯金、有価証券
1,800,082,769円
19.73%

投資有価証券
4,709,345,730円
51.62%

未収金
59,939,284円
0.66%

建物、車両、器具・備品等
20,853,675円
0.23%

受託金収入
88,548,077円
11.84%

事業収入
57,105,625円
7.63%

共同募金配分金収入
7,479,761円
1.00%

受取利息配当金収入
17,056,559円
2.28%

会費収入
13,749,800円1.84%

分担金収入
8,384,529円
1.12%

その他
13,942,458円
1.86%

前期末支払資金残高
110,225,727円
14.74%

投資有価証券
売却収入
206,981,928円
27.67%

経理区分間繰入金収入
27,075,337円
3.62%



ボ
ラ
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　「広げようボランティアの輪～住みよいまちから住みたいまちへ～」。みなかみ町社会福祉協議会
ボランティアセンターは、みなかみ町保健福祉センター内に設置しています。
　センターの周りには、ペットボトルキャップがいっぱいです。平成21年度から町内の学校の協力
により始まったエコキャップ運動によるものです。学校のみならず、町内の多くの皆さんにも協力

の輪が広がってきました。これまでに
約150万個のキャップが集まりました。
皆さんの善意が世界の子どもたち
1900人分の命を救うポリオワクチン
に生まれ変わります。
　また、各地区のボランティアさんが活
躍されている「ふれあい・いきいきサロ
ン」がこれまで24地区設置されました。
　ボランティアセンターでは、町内の
ボランティアさんの支援はもちろんの
こと、地域の皆さんの要望をいち早く
キャッチできるような体制を目指して
います。

　南相馬市社会福祉協議会では、震災後より震災復
旧・復興活動支援のため、災害ボランティアセン
ター及び生活復興ボランティアセンターの運営に携
わってきました。
　現在は、生活復興ボランティアセンターと生活支援相談員が連携し、仮設住宅にお住まいの方の支援を中心に行っ
ております。ここまでは、他の被災市町村と同様の活動ですが、南相馬市の場合は、３分の１が警戒区域に設定さ
れていたため、少し状況が違います。４月16日に警戒区域が解除になったことを受けて、５月18日より旧警戒区域
内の復旧活動を行うため、もう一度復旧活動のボランティアさんを受入れております。
　南相馬市は、原発事故の影響により復旧・復興が思うようには進まない状況ですが、たくさんの方のご支援をい
ただき、少しずつではありますが、前進しております。最後に、群馬県からもボランティアさんをはじめとする、
たくさんのご支援をいただきました。この場をお借りして御礼申し上げます。ありがとうございました。

みなかみ町社会福祉協議会ボランティアセンター

ボランティアセンターHel
lo!

福島県南相馬市はいま…

　群馬県社協は、県内市町村社協とともに福
島県内災害ボランティアセンター運営支援の
ため昨年３月19日～９月30日まで、うち
４月13日～８月31日まで南相馬市へ職員を
派遣していました。
　現在、生活復興ボランティアセンターとして、
地域の支援をすすめている南相馬市社協より
近況をうかがいました。

ペットボトルのキャップを整理する町民のみなさん

旧警戒区域内の家屋で復旧活動を行うボランティア
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　ぐんま学生ボランティアネットワークは、ボランティア
活動をとおして学校を超えたつながりを作っていきたいと
いう大学側、社会福祉協議会双方の思いの中、全国ボラン
ティアフェスティバルと時を同じくして、平成18年４月30
日にネットワーク組織を発足しました。
　現在も事務局をおく「ぐんまボランティア・市民活動セ
ンター」と協働しながら、長期の休みを活用した子どもの

居場所づくりや体験を目的とした「夏休み！ 子ども宿題
塾」、「春休み！ ドリームスクール（親子交流）」等を学生の
アイデアをもとに企画・実施しています。
　一緒に活動に参加したいという群馬県内の大学・短大・
専門学校等に在学している学生がいらっしゃいましたら、
事務局までご連絡ください。
問い合わせ先
　ぐんまボランティア・市民活動支援センター
　　TEL:027-255-6111　/ FAX:027-255-6444
　　E-mail：vc@g-shakyo.or.jp

社
会
福
祉
協
力
校

社
会
福
祉
協
力
校

渋
川
市
立
豊
秋
小
学
校

渋
川
市
立
豊
秋
小
学
校

１
．
学
校
の
概
要

　

本
校
は
、
渋
川
・
伊
香
保
Ｉ
Ｃ

の
西
に
あ
る
児
童
数
約
五
百
名
、

百
四
十
年
余
の
歴
史
を
も
つ
小
学

校
で
あ
る
。
こ
の
歴
史
は
、「
子
ど

も
た
ち
は
学
校
を
中
心
に
地
域
全

体
で
育
て
る
」
と
い
う
豊
秋
地
区

に
永
く
受
け
継
が
れ
て
い
る
伝
統

と
重
な
る
。

　

地
域
の
力
は
、
登
下
校
の
安
全

サ
ポ
ー
ト
を
は
じ
め
、
生
活
科
や

総
合
的
な
学
習
の
時
間
、
図
書
の

読
み
聞
か
せ
や
学
校
行
事
な
ど
、

様
々
な
教
育
活
動
を
支
え
て
い
る
。

と
り
わ
け
福
祉
学
習
で
は
、
総
合

的
な
学
習
が
始
ま
っ
て
以
来
、
中

学
年(

特
に
四
年
生)

は
、
市
社

会
福
祉
協
議
会
や
関
連
団
体
・
支

援
者
か
ら
積
極
的
で
多
大
な
支
援

を
頂
い
て
い
る
。

２
．
主
な
活
動
内
容

①　

児
童
会
活
動

　

清
掃
や
ス
リ
ッ
パ
揃
え
活
動
、

挨
拶
・
廊
下
歩
行
運
動
な
ど
。

　

外
部
団
体
と
の
関
わ
り
と
し
て
、

緑
の
少
年
団
活
動
や
Ｊ
Ｒ
Ｃ
活
動
、

赤
い
羽
募
金
や
友
情
の
絵
は
が
き
、

書
き
損
じ
は
が
き
の
回
収
等
。

　

地
域
に
関
わ
る
活
動
で
は
、
福

寿
友
好
会
に
運
動
会
招
待
状
を
書

い
て
招
き
、接
待
。六
年
リ
ー
ダ
ー

の
も
と
で
三
年
生
以
上
の
児
童
の

縦
割
小
集
団
で
、
地
域
の
特
色
を

四
コ
ー
ス
歩
い
て
学
ぶ
伝
統
的
行

事
「
野
山
を
訪
ね
る
会
」
等
。

②　

学
年
ご
と
の
活
動

　

・
低
学
年
の
活
動

　

生
活
科
学
習
を
通
し
て
、
ザ
リ

ガ
ニ
の
採
集
と
飼
育
、
野
菜
や
朝

顔
の
栽
培
、
動
物
ふ
れ
あ
い
教
室

を
実
施
。
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し

て
命
あ
る
も
の
を
慈
し
む
態
度
を

育
て
る
と
と
も
に
世
話
や
生
活
の

様
子
の
観
察
か
ら
、
対
象
に
は
た

ら
き
か
け
、
そ
れ
ら
か
ら
豊
か
な

も
の
を
受
け
取
ら
せ
る
こ
と
が
で

き
た
。

　

・
中
学
年
の
活
動

　

第
三
学
年
は
、
総
合
的
な
学
習

の
時
間
に
、
高
齢
者
と
の
ふ
れ
合

い
活
動(

高
齢
者
疑
似
体
験
・
介

護
老
人
保
健
施
設
『
銀
嶺
』
訪
問
・

地
域
高
齢
者
と
の
交
流
会)

を
通

し
て
学
ん
だ
。
活
動
に
関
心
を
示

し
て
取
り
組
み
、
知
識
を
身
に
付

け
な
が
ら
技
術
を
向
上
さ
せ
よ
う

と
意
欲
的
に
取
り
組
め
た
。

　

第
四
学
年
は
、『
知
っ
て
友
だ
ち
』

と
い
う
福
祉
体
験
学
習
に
取
り
組

ん
だ
。
ま
ず
親
子
で
、
車
椅
子
操

作
体
験
、
手
話
体
験
、
ア
イ
マ
ス

ク
体
験
の
三
つ
の
疑
似
体
験
や
そ

れ
に
関
わ
る
基
本
的
な
理
解
を
学

習
し
た
。
聴
覚
・
視
覚
障
害
、
車

椅
子
使
用
者
の
生
活
や
願
い
に
つ

い
て
、
調
べ
た
り
直
接
交
流
し
た

り
し
て
学
ん
だ
。
二

学
期
に
は
、
障
害
が

あ
っ
て
も
楽
し
く
活

動
で
き
る
企
画
を
工

夫
・
思
考
し
、
活
動

計
画
を
立
て
、
交
流

会
を
開
い
た
。
三
学

期
は
こ
う
し
た
学
習

の
成
果
を
、
相
手
の

立
場
の
理
解
と
自
分

に
で
き
る
こ
と
を
中

心
に
整
理
し
、
三
年

生
に
伝
え
る
学
習
発

表
会
を
行
っ
た
。

　

・
高
学
年
の
活
動

　

児
童
会
で
の
自
治

的
な
活
動
を
は
じ
め
、

通
学
班
や
運
動
会
・

野
山
を
訪
ね
る
会
、

課
外
活
動(

陸
上
・

水
泳
・
吹
奏
楽)

で

の
主
体
的
な
役
割
を

果
た
し
た
。
他
に
米

作
り
学
習
と
世
話
に

な
っ
た
地
域
の
方
々

を
招
い
て
収
穫
祭
。

地
域
の
歴
史
や
自
然

の
学
習
を
通
し
て
人
の
関
わ
り
や

願
い
を
学
ん
だ
り
、
平
和
推
進
や

人
権
作
文
に
も
取
り
組
ん
だ
。

３
．
三
ケ
年
の
成
果
と
課
題

　

障
害
を
持
つ
人
の
願
い
を
知
り
、

自
分
に
で
き
る
こ
と
や
知
識
を
活

用
し
て
役
立
て
る
こ
と
は
、
社
会

的
な
存
在
と
し
て
の
喜
び
で
も
あ

る
。
多
く
の
児
童
は
、
思
い
通
り

に
な
ら
な
く
て
も
、
こ
ん
な
こ
と

も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う

期
待
を
も
っ
て
、
意
欲
的
に
関
わ

ろ
う
と
し
た
。
役
立
つ
こ
と
・
役

立
て
る
こ
と
の
喜
び
を
も
っ
た
小

さ
な
芽
だ
。

　

今
後
も
、
子
ど
も
の
学
び
の
意

識
に
沿
う
豊
か
な
体
験
活
動
を
重

視
し
た
構
想
を
も
と
に
、
子
ど
も

の
学
び
の
丁
寧
な
見
取
り
か
ら
見

え
て
く
る
姿
か
ら
、
気
づ
き
の
質

を
高
め
る
指
導
を
重
ね
て
い
き
た

い
。

ぐんま学生ボランティアネットワークで
一緒に活動してみませんか？
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大雄保育園　東
とう

宮
みや

　由佳さん
　

社
会
人
６
年
目
の
東
宮
由
香
さ
ん

は
、
桐
生
市
広
沢
町
に
あ
る
大
雄
保

育
園
で
働
く
保
育
士
で
す
。
た
く
さ

ん
の
園
児
と
職
員
に
囲
ま
れ
て
、
楽

し
く
賑
や
か
な
日
々
を
過
ご
し
て
い

ま
す
。

こ
の
お
仕
事
に
就
い
た
き
っ
か
け

は
？

　

年
の
離
れ
た
弟
の
面
倒
を
見
て
い

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
中
学
生
の

頃
か
ら
保
育
士
に
な
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
短
大
入
学
後
に
今
の

職
場
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
始
め
、
働
き

や
す
い
環
境
と
先
生
方
の
暖
か
さ
に

惹
か
れ
て
、就
職
を
希
望
し
ま
し
た
。

お
仕
事
の
内
容
は
？

　

今
年
は
３
歳
児
ク
ラ
ス
を
担
当
し

て
い
る
の
で
、
毎
日
み
ん
な
で
集
団

遊
び
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。
鬼
ご
っ

こ
や
椅
子
取
り
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
、

ル
ー
ル
の
存
在
を
理
解
で
き
る
よ
う

に
な
る
の
が
狙
い
で
す
。
園
の
近
く

に
あ
る
茶
臼
山
に
も
「
年
間
15
回
を

目
標
に
登
ろ
う
ね
」
と
、
子
ど
も
た

ち
と
一
緒
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
登

る
度
に
時
間
が
早
く
な
る
の
で
、
子

ど
も
の
成
長
に
は
目
を
見
張
り
ま
す

ね
。子

ど
も
と
接
す
る
と
き
に
心
が
け
て
い
る

こ
と
は
？

　

子
ど
も
の
目
線
に
立
つ
こ
と
で
す
。

そ
れ
か
ら
、
親
身
に
な
っ
て
話
を
聞

く
こ
と
。
子
ど
も
で
も
納
得
す
る
ま

　

取
材
し
た
日
は
強
い
風
が
吹
い
て
い
ま
し
た
が
、
と
て
も
素
敵
な
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ

ま
し
た
。
学
生
時
代
は
バ
ス
ケ
部
に
所
属
し
て
い
た
と
い
う
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
東
宮
さ
ん
。

子
ど
も
の
こ
と
を
話
す
と
き
の
き
ら
き
ら
し
た
表
情
が
印
象
的
で
し
た
。

で
話
す
こ
と
が
大
事
だ
と
思
う
の
で
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
ス
キ
ン
シ
ッ

プ
を
た
く
さ
ん
取
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

 

お
休
み
の
日
は
何
を
し
て
い
ま
す

か
？

　

友
達
と
買
い
物
に
行
く
こ
と
が
多

い
で
す
ね
。
洋
服
が
好
き
で
、
気
に

入
っ
た
も
の
は
つ
い
買
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
買
い
物
す
る
こ
と
が
ス
ト
レ

ス
発
散
に
も
な
っ
て
い
る
の
で
、
一

石
二
鳥
か
な
。
そ
れ
か
ら
夏
は
海
、

冬
は
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
、
と
季
節
の
遊

び
も
し
て
い
ま
す
よ
。

 

こ
れ
か
ら
の
目
標
と
、
福
祉
職
を

目
指
す
方
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

　

一
番
は
健
康
で
、
休
ま
ず
仕
事
に

行
く
こ
と
か
な
。
今
の
職
場
は
長
く

働
く
先
生
が
多
く
て
、
出
産
し
て
か

ら
も
復
帰
す
る
先
生
が
多
い
ん
で
す
。

本
当
に
働
き
や
す
い
環
境
で
、
毎
日

感
謝
で
働
か
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
の

で
、
私
も
結
婚
し
て
出
産
し
て
も
働

き
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

保
育
の
仕
事
は
大
変
な
こ
と
も
あ

る
け
れ
ど
、子
ど
も
は
か
わ
い
い
し
、

接
す
る
中
で
喜
び
や
楽
し
い
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
前
向

き
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

夏
号
表
紙素

敵
な
笑
顔

福祉の仕事さがしをお手伝いします！福祉の仕事さがしをお手伝いします！
　群馬県福祉マンパワーセンターおよび高崎市・太田市福祉人材バンクでは、福祉人材無料職業紹介事業
を実施しています。ぜひお気軽にご利用ください。
 福祉の仕事を希望する方は･･･
　窓口にご来所のうえ、求職登録をしてください。
　求人情報等を月１回ご自宅へ郵送する他、希望の求人があった場合、紹介状を発行いたします。
福祉施設等の従事者を募集するには･･･
　最寄りの窓口で求人登録をしてください。インターネットでも事務所登録、求人登録ができます。
こんな事業も実施しています
　求人事業所と求職者との就職面接会や求職者を対象とした就職支援セミナー等を実施しています。

窓口は県内に３ヶ所
○群馬県福祉マンパワーセンター
　☎０２７─２５５─６６００　　℻０２７─２５５─６０４０
　〒３７１─８５２５　前橋市新前橋町13─12（県社会福祉総合センター６階）
○高崎市福祉人材バンク
　☎０２７─３２４─２７６１　　℻０２７─３２０─８３７８
　〒３７０─００４５　高崎市東町80─１　（高崎市労使会館１階）
○太田市福祉人材バンク
　☎・℻０２７６─４８─９５９９
　〒３７３─０８５３　太田市浜町２─７　（太田市福祉会館内）
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識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識

Ｑ　
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
」
と
は
な
ん
で
す
か
。

Ａ　
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
」
は
、
地
域
住
民
の
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
住
宅
が
提
供
さ
れ
る
こ

と
を
基
本
と
し
た
上
で
、
生
活
上
の

安
全
・
安
心
・
健
康
を
確
保
す
る
た

め
に
、
医
療
や
介
護
、
予
防
の
み
な

ら
ず
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
含
め
た

様
々
な
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
が
日
常

生
活
圏
域
で
適
切
に
提
供
で
き
る
よ

う
な
地
域
で
の
体
制
と
定
義
さ
れ
ま

す
。
こ
の
「
日
常
生
活
圏
域
」と
は
、

「
お
お
む
ね
30
分
以
内
に
駆
け
つ
け

ら
れ
る
圏
域
」（
中
学
校
区
を
基
本
）

を
理
想
的
な
地
域
包
括
ケ
ア
圏
域
と

し
て
定
義
し
て
い
ま
す
。

　

介
護
保
険
法
も
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
実
現
に
向
け
て
改
正
さ
れ

ま
し
た
。（
平
成
23
年
6
月
22
日
公

布
、
平
成
24
年
4
月
1
日
施
行
、
法

律
第
72
号
）
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